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３月
定定例会例会

　

平
成
25
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
22
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
予
算
、
震
災
復
旧

関
連
の
補
正
予
算
、
条
例
等
の
制
定
、
改
正
な
ど
39
件

を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
９
人
の
議
員
が
市
政
一
般
の
通
告
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

平成２５年度予算

総額総額319319億円億円
（前年度比（前年度比9696億円増・億円増・4343%増)%増)

一般会計一般会計

235235億億2,4002,400万円万円
(前年度比(前年度比9292億億7,0007,000万円増・万円増・6565％増 )％増 )  

　平成25年度は、一般会計予算が前年度比92億

7,000万円増で過去最大の予算となりました。し

かし、災害復旧関連と復興交付金事業を除く予

算額は111億円で前年度比１億円減となり、大変

厳しい予算編成となりました。

会計名 金　額 前年度比

国民健康保険特別会計 ３８億８,１９４万円（ 2.3％増）

下水道事業特別会計 １４億２,９７７万円（ 0.4％増）

農業集落排水事業特別会計 ５,５１７万円（ 4.1％増）

介護保険特別会計 １８億６,９１１万円（ 6.3％増）

後期高齢者医療特別会計 ２億２,００３万円（ 2.9％増）

水道事業会計 ９億１,２５６万円（ 1.1％減）

一般会計歳入内訳 前年度比較増減 一般会計歳出内訳 前年度比較増減

市　税

地方譲与税

地方消費税交付金

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市　債

その他

28億7,086万円

1億7,820万円

2億5,139万円

63億2,451万円

　2億3,195万円

1億8,151万円

15億3,083万円

7億　677万円

96億1,685万円

　2億円

11億4,812万円

　2億8,308万円

△1億2,950万円

    △938万円

△1,323万円

21億7,336万円

△983万円

　 △45万円

△14億5,177万円

△1億2,849万円

92億974万円

増減なし

△6億2,529万円

    △9,500万円

総務費

民生費

衛生費

農林水産費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

議会費

災害復旧費

予備費

10億5,569万円

35億8,674万円

13億3,112万円

3億   415万円

1億5,195万円

131億8,599万円

5億8,562万円

13億9,451万円

13億1,315万円

1億3,708万円

4億7,300万円

500万円

△2,439万円

△6,035万円

1億7,755万円

△1,172万円

△6,792万円

120億8,186万円

1,648万円

△4億6,392万円

△2,135万円

△283万円

△24億7,511万円

増減なし



3 平成25年３月定例議会

平成平成２５２５年度の年度の主主な事業な事業

 ■教　育

 ■保険・医療・福祉
・生活習慣病予防健診・特定健診の無料化

・ウォーキングの普及・健康フェスタ開催

・子育て支援体制の充実

・市単独マル福制度の継続

・高齢者生きがいづくり、各種事業の開催

・日の出小中学校環境整備　　　　

・外国語・ＩＣＴ教育の充実

・適応指導教室等の教育相談体制の強化

・ボート競技等各種スポーツ環境の整備

 ■土地利用・基盤整備
　・災害復旧道路橋りょう等整備　

　・日の出地区液状化対策事業

　・前川運動公園整備事業

　・日の出地区上下水道復旧工事

 ■生活環境政策

・公共下水道整備、高度処理型浄化槽設置促進

・ごみ処理広域化の推進

・各地区集会所の改修支援

・防災知識の普及・啓発活動

・田の森浄水場急速ろ過池改造工事

 ■産業振興
・農業用施設災害復旧事業

・担い手農家育成・農地の集積

・「潮来あやめちゃん」・「一番星（ひたち29号）

    の ＰＲ及び販売促進

・あやめまつりの充実・あやめ園整備

・潮来インター周辺企業誘致の継続
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３月定例会議決結果３月定例会議決結果

新しい条例を制定

◎潮来市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定

　国の新型インフルエンザ対策特別措置法の制定に伴い潮来市の対策本部に関し必要事項を定めた

もの

◎潮来市墓地等の経営の許可等に関する条例の制定

　県からの権限移譲により、市の許可制になることから墓地等の設置場所、構造設備の基準等必要

事項を定めたもの

◎潮来市道路構造等に関する条例の制定について

　市道を新設し、又は改築する場合における市道の構造の技術的基準等を国の法令等を参照して定

めるもの

◎潮来市道路の移動等円滑化に関する条例の制定について

　高齢者、障害者等に対するバリアフリーのため市道の構造等に関する基準を国の法令等を参照し

て定めるもの

◎潮来市特定公園施設の移動等円滑化に関する条例の制定について

　高齢者、障害者等に対するバリアフリーのため特定公園施設内の構造等に関する基準を国の法令

等を参照して定めるもの

条例の一部改正

◎潮来市駐車場条例の一部改正

　市営あやめ駐車場、市営浅間下西駐車場について、利用目的の改正により廃止するもの

◎潮来市道路占用料徴収条例の一部改正

　市道路施設に太陽光発電施設及び風力発電施設を設置した場合の占用料を定めるもの

◎潮来市市営住宅条例の一部改正

　公営住宅法の一部改正に伴い、市営住宅の整備基準や入居者の収入等の基準を新たに定めるもの

◎潮来市都市公園条例の一部改正

　都市公園法の一部改正に伴い、公園の配置及び規模に関する技術的基準を定める規定を新たに定

めたもの

行政委員会委員の任命同意

◎潮来市教育委員会委員の任命…任期満了に伴う委員１名の任命に同意

　○仲　澤　秀　子（牛堀・再任）

◎潮来市固定資産評価審査委員会委員の任命…任期満了に伴う委員２名の任命に同意

　○関　　　正　一（上戸・新任）　　○柳　田　　　清（延方・新任）

提出された議案等はすべて原案のとおり可決されました提出された議案等はすべて原案のとおり可決されました
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◎専決処分の承認について（一般会計補正予算109億8,213万円追加）

議案に対する賛否結果

◎潮来市農業委員会委員の議会推薦について

議員名 採 決 議員名 採 決

賛成１２・反対４

後藤　博子

村山　正光

原　　浩道

田崎　　清

沼里真一郎

笠間　丈夫

柚木　　巖

川　　俊

橋本きくい

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

反 対

欠 席

賛 成

反 対

賛 成

大平　幸一

薄井　征記

根本　又男

今泉　利拓

小沼　英明

藤崎　忠徳

杉本　俊一

粟飯原治雄

賛 成

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

討論の後、賛成多数で承認討論の後、賛成多数で承認

○反対討論（原浩道議員）○反対討論（原浩道議員）
　・議会を開いても事業が遅れることはない

　・議会を開く時間は十分にあるはず

　・専決処分は補充的手段としての権限である

　・１０９億円の補正予算を専決している

○賛成討論（後藤博子議員）○賛成討論（後藤博子議員）
　・付託委員会において承認している。
　・委員会で十分な説明と議論がなされている

　・市長の責任において１日でも早い復興ため

　　専決処分されている

主な補正予算（歳出）主な補正予算（歳出）

○復興交付金積立金（専決処分）　　　　  　１０４億５, ０１４万円

○日の出地区幹線道路液状化対策事業費（専決処分）３億６, ７５０万円

○財政調整基金積立金　　　　　　　　　　　　３億７, １９０万円

○市内小中学校改修工事　　　　　　　　　　　２億４, ７７０万円

○公園施設災害復旧工事　　　　　　　　　　　　　２, ４００万円

○道路改良工事費　　　　　　　　　　　　　　　　７, ２００万円

起立採決の結果、 賛成多数で可決起立採決の結果、 賛成多数で可決

潮来市農業委員１名を議会から推薦

　推薦者　　大久保高明（潮来）

　（推薦発議　今泉　利拓　議員）

　※専決処分とは

　　 議会権限での議決事項について、地方自治法に基づき、議決前に首長の責任で決めること。　

　　 専決処分した事項は次の議会で報告し承認を求めるが、承認されなくても効力に影響は

       ないため慎重な運用が求められる

議員名 採 決 議員名 採 決

賛成１５・反対２

後藤　博子

村山　正光

原　　浩道

田崎　　清

沼里真一郎

笠間　丈夫

柚木　　巖

川　　俊

橋本きくい

大平　幸一

薄井　征記

根本　又男

今泉　利拓

小沼　英明

藤崎　忠徳

杉本　俊一

粟飯原治雄

反 対

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成
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質問者　村山　正光 議員

そ
の
他
の
質
問

◎ 

水
郷
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
駐
車
場
に
つ
い
て

　組織の活性化、仕事上のモチベーションは、

役職とそれに見合った給料だと考えます。市で

実施した係長昇任試験について、導入経過、内容等を

伺う。

人事財政課長

　今後管理職職員には、まちづくりへの情熱や

経営感覚に基づく組織運営能力などが求められます。

昇格試験により、役職の自覚、リーダーシップ等を確

認し、将来の潮来市を牽引していく人材を登用し、組

織の活性化を図るものです。試験は、論文と面接によ

り実施します。

　市の管理職手当が削減された経過があるよう

だが、復元の予定はあるか伺う。

人事財政課長

　19年度に30%～ 40％削減し現在も継続して

います。社会情勢や他市の状況等を注視しながら適正

に判断していきます。

質問

答

　

市
の
人
口
を
増
や
す
に
は
多
く
の

子
ど
も
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
も
重
要

で
す
。
市
の
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

現
在
の
状
況
と
今
後
の
事
業
計
画
等
を
伺

う
。

市
民
福
祉
課
長

　

市
で
は
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー

や
出
産
費
の
補
助
等
の
支
援
、
出
産
後
は
保

健
師
に
よ
る
健
診
や
各
種
予
防
接
種
、
手
当

と
し
て
児
童
手
当
や
マ
ル
福
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
各
種
子
育
て
相
談
窓
口
や
子
育
て

広
場
、
さ
ら
に
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
の
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
認
知
さ
れ
て
い
な
い
も

の
も
あ
り
、
今
後
広
報
紙
や
メ
ル
マ
ガ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
い
ち
早
く
情
報
発

信
し
て
い

き
た
い
と

思

い

ま

す
。
25
年

度
か
ら
子

育
て
支
援

会
議
を
設

置
し
、
今

後
の
子
育

て
支
援
に

つ
い
て
調

査
検
討
し

て
い
き
ま

す
。

質
問答 Ｑ２

． 

子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て

　国保会計については、他の自治体でも苦慮し

ている問題だと思うが、現在の市の国保会計の

状況を伺う。

保険年金課長

　平成24年度に、療養給付費の増加を心配して

いましたが、９月末で一部負担金の免除も終了し、療

養給付費は震災前の平成22年度の金額にやや戻りつつ

あります。現在国保財政健全化に向け努力しています。

　市民に協力してもらいたいこと、呼びかけた

いことはあるか伺う。

保険年金課長

　市民の皆様には、医療費の抑制、健康維持の

ために、ご自身の健康管理、定期健診や特定健康診査

により、病気の早期発見、早期治療に努めていただき

たいと思います。

　また市が開催する健康づくり事業への参加、ジェネ

リック医薬品の活用やかかりつけの医療機関を選定

し、必要なときだけ受診することを心がけていただけ

きたいと思います。

　今年度の事業計画、事業の問題点、加入促進の方法を伺う。

上下水道課長

　引き続き県と協議しながら、地元説明会を開催したいと考えています。地元の

理解が得られたと判断した時点で、事業化の手続を進めていきたいと考えています。

公共下水道の整備には多額の費用と一定の事業年数が必要になります。また、受益者負

担について十分ご理解をいただき進めていくことが重要ですので、戸別訪問等により加

入促進を図ってまいります。

Ｑ４． 水原地区の公共下水道事業について

質問

答

Ｑ１． 職員給与と組織の活性
化について

質問

答

質問

答

Ｑ３． 国民健康保険特別会計
について

質問

答

一般質問一般質問
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　小学校卒業までマル福対象を拡充した場合の

財政負担額を伺う。

市民福祉課長

　小学校６年生まで拡充した場合の市の財政負

担は約1,300万円です。

　市では手厚い子育て支援があるが、更なる推

進と定住対策からも、早急な拡充に対しての考

えと今後の方針を伺う。

市民福祉課長

　現在マル福の市単独事業として、小学校３年

生までの所得制限の撤廃、中学校３年生までの入院助

成を実施しています。今後は、県及び周辺市町村の動

向、また市の財政状況を見据えて研究を重ねてまいり

ます。

Ｑ２． 小児医療費助成の拡充
について

質問者　柚木　　巖 議員

Ｑ３
． 

リ
ー
ス
方
式

に
よ
る
公
共

施
設
へ
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の

導
入
に
つ
い

て
　

電
力
消
費
の
多
い
我
が

国
で
は
、
省
エ
ネ
対
策
と

し
て
公
共
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明
の
導
入
は

積
極
的
に
検
討
す
べ
き
課
題
と
言

え
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
リ
ー
ス

方
式
に
よ
り
、
初
期
費
用
の
抑
制

と
新
た
な
予
算
措
置
の
軽
減
を
図

り
、
節
電
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
期

待
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
の
低
炭
素

社
会
へ
向
け
て
、
積
極
的
な
推
進

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

環
境
課
長

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
、
電

気
代
が
蛍
光
灯
の
約
半
分
、
寿
命

が
約
４
倍
と
い
う
こ
と
で
す
が
機

器
の
値
段
が
高
く
、
初
期
投
資
が

多
く
な
り
ま
す
。
低
炭
素
社
会
に

向
け
て
の
重
要
な
手
法
の
一
つ
で

す
の
で
、
前
向
き
な
考
え
方
で
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
の
予
算
に
「
防

災
安
全
交
付
金
」
と

し
て
１
兆
６
千
億
円
が
計
上

さ
れ
、
自
治
体
が
実
施
す
る

「
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
」
に
役

立
つ
事
業
に
限
定
し
て
国
が

支
援
し
、
通
学
路
の
安
全
対

策
に
も
使
え
る
。

　

本
市
の
通
学
路
緊
急
合
同

点
検
の
取
り
組
み
と
点
検
結

果
を
伺
う
。

教
育
次
長

　

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

各
学
区
内
の
危
険
箇

所
を
抽
出
し
て
も
ら
い
、
こ

れ
を
も
と
に
通
学
路
の
緊
急

合
同
点
検
と
し
て
必
要
箇
所

の
実
地
点
検
、
対
策
等
を
協

議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

各
小
学
校
区
全
体
で
18
カ
所

の
危
険
箇
所
が
抽
出
さ
れ
、

道
路
沿
線
の
除
草
な
ど
の
実

施
が
６
カ
所
、
道
路
標
示
な

ど
の
予
定
が
８
カ
所
、
対
策

未
定
が
４
カ
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
学
路
の

歩
道
設
置
な

ど
危
険
個
所
の
対
策

結
果
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

潮
来
小
、
延
方
小

付
近
の
通
学
路
面
の
安
全
表

示
を
早
急
に
実
施
し
、
日
の

出
小
付
近
の
横
断
歩
道
も
早

急
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
牛

堀
小
付
近
の
通
学
路
の
安
全

表
示
を
２
カ
所
実
施
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も

調
査
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

通
学
時
間
帯
の
車

の
進
入
制
限
や
速
度

制
限
な
ど
、
今
後
の
対
策
を

伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

通
行
規
制
等
は
、

公
安
の
関
係
機
関
に
要
請
等

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

教
育
長

　

新
学
期
に
は
学
区

内
の
危
険
箇
所
等
の
点
検
を

行
い
、
子
供
た
ち
の
安
全
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質問

答

質
問答

Ｑ１
． 

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　現在、宣誓書の記入は投票所で行っている

が、お年寄りの中には、投票所での記入は緊張

するから、自宅で書いて持参するようにできないか、

という問い合わせがある。市のホームページから取り

出しての記入はできないか伺う。

総務課長

　本人確認や不正投票などを考え、投票所にお

いての記載をお願いしています。宣誓書をホームペー

ジからダウンロードしての期日前投票については、今

後前向きに検討してまいります。

Ｑ４． 期日前投票の宣誓書に
ついて

質問

答 答質
問答

答質
問

質
問

質問

答

答
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一
般
質
問

質問者　後藤　博子 議員

　市道１級12号線は市道１級13号線と交わる交差

点より南側、１級13号線全部の電柱類地中化、併

せて市道１級12号線、１級13号線、１級14号線の地下水

低下工法による液状化対策の今後の具体的な計画と完成

時期を伺う。

道路建設課長

　現在、地下水低下ドレーン、雨水幹線排水路、

電線地中化などの設計を進めています。１級12号線、１

級14号線の早期発注、１級13号線は復旧工事と液状化対

策工事を同時に発注し効率的に進めます。また電線地中

化は東電、ＮＴＴ等と協議し、設計が完了次第、発注し

ます。工事については平成27年度中の完成を目指してい

ます。

　日の出地区の懸案事項の雨水対策も改善される

のか伺う。

道路建設課長

　液状化対策事業で雨水排水路を道路中央に整備

し、地下水の排水ポンプ場も整備いたします。

　生活道路としての歩道の整備計画について伺

う。

道路建設課長

　歩道下の雨水排水路を車道に新設した後で歩道

工事を行います。その間、市民の皆様には安全な迂回路

での通行をお願いいたします。

　２丁目と４丁目にわたる幹線道路の歩道が大変

危険な状態ですが見解を伺う。

道路建設課長

　歩道下の雨水排水路が盛り上がり大変危険な状

態ですので、安全な迂回路での通行をお願いしてまいり

ます。

　日の出地区の都市防災推進事業、市街地液状化

対策事業の具体的な計画を伺う。

秘書政策課長

　日の出地区液状化対策事業については、潮来市

液状化対策検討委員会において、液状化対策の最適な工

法として地下水低下工法に決定しました。今後、各地区

ごとに説明会などを行い、あわせて戸別訪問により地権

者等の３分の２以上の同意をいただき、早期の事業着手

を目指します。震災復興計画の復興期間の最終年度は平

成29年度ですが、平成27年度内の工事完了を目指します。

　同意を取りつけた街

区から着工する意向と

聞いているが、基準を伺う。

秘書政策課長

　市街地液状化対策事

業の補助要件として事業計画

区域の面積が3,000平米以上、

かつ区域内の家屋が10軒以上

となっています。この区画ご

とに同意を取りつけ、工事に

移る予定です。

　

市
防
災
訓
練
の
現
状
と

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
課
長

　

本
市
の
防
災
訓
練
は
、

地
震
を
想
定
し
、
基
本
的
に
市
民

が
同
一
行
動
を
と
る
内
容
で
す
。

今
後
は
、
各
地
区
の
特
性
を
重
視

し
、
き
め
細
か
い
防
災
訓
練
の
た

め
の
支
援
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　

各
地
区
の
自
主
防
災
組

織
の
現
状
と
今
後
の
組
織

編
成
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

現
在
66
地
区
の
自
治
会

が
自
主
防
災
組
織
を
運
営
し
お

り
、
震
災
以
降
、
組
織
の
役
割
が

一
層
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各

自
治
会
の
特
性
に
応
じ
た
組
織
づ

く
り
と
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に

つ
な
が
る
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

各
地
区
の
災
害
避
難
所

の
防
災
備
蓄
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

第
１
次
避
難
所
の
集
会

所
へ
は
、
テ
ン
ト
、
救
急
箱
、
担

架
、
消
火
器
等
を
配
備
し
て
い
ま

す
。
市
役
所
に
発
電
機
や
夜
間
照

明
等
を
整
備
し
ま
し
た
の
で
、
要

請
が
あ
れ
ば
対
応
に
努
め
て
い
き

ま
す
。　

初
期
救
護
活
動
等
、
今

後
女
性
の
取
り
込
み
は
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

震
災
時
に
は
、
救
護
活

動
な
ど
の
運
営
を
担
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
防
災
訓
練
等

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。

　

防
災
機
材
の
周
知
の
方

法
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

広
報
い
た
こ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
に
間
仕
切
り
を

設
け
て
ほ
し
い
が
、
今
後

の
避
難
所
開
設
の
対
応
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

潮
来
市
地
域
防
災
計
画

に
よ
り
、
問
題
点
等
を
検
証
し
、

避
難
所
に
お
け
る
障
害
者
等
へ
の

配
慮
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ２
． 

防
災
に
つ
い
て

Ｑ１． 日の出地区の道路復旧・復興
工事と液状化対策について

質問

質
問答

答

質問

質問

答

質問

答

答

質問

答

答

質問

質
問

質
問

質
問答質

問

答 答 質
問

答

答

そ
の
他
の
質
問

　

◎
耐
震
性
貯
水
槽
に
つ
い
て

　

◎ 

牛
堀
地
区
市
道
２
級
３
号

線
に
つ
い
て
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質問者　田崎　　清 議員

　

本
市
に
お
い
て
の
体
罰
の

実
態
、
方
策
を
伺
う
。

教
育
次
長

　

茨
城
県
教
育
委
員
会
か
ら

体
罰
に
関
す
る
調
査
が
あ
り
、
本
市
で

は
各
学
校
で
調
査
し
た
結
果
、
体
罰
は

な
か
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
小
・
中
学
校
が
10
校
と
い
う

規
模
で
す
の
で
、
教
職
員
一
人
一
人
へ

の
周
知
徹
底
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
教
員
が
子
供
た
ち
一

人
一
人
へ
温
か
く
接
し
、
相
互
の
信
頼

関
係
を
高
め
て
い
く
教
育
を
推
進
し
、

未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
へ
の
対
策
の

効
用
、
効
果
を
伺
う
。

教
育
次
長

　

各
学
校
で
は
い
じ
め
根
絶

を
目
指
し
、
子
供
た
ち
の
様
子
を
き
め

細
か
に
観
察
し
、
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
努
め
て
い
ま
す
。
い
じ
め
の
実
態

調
査
で
は
、
毎
月
５
件
ほ
ど
の
認
知
件

数
が
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
実
態
調
査
に
よ
り
、
い

じ
め
の
兆
候
を
積
極
的
に
発
見
し
、
速

や
か
に
対
応
で
き
る
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

Ｑ１
． 

体
罰
・
い
じ
め

問
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　

◎ 

県
道
神
栖
・
水
戸
線
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

　

◎ 

市
道
川
尾
・
古
高
線
に
つ
い
て

Ｑ２． 艇庫あめんぼからのボート
搬入について

　潮来市が国体のボート競技の会場として選定された。

艇庫前の堤防の整備についての考えを伺う。

中央公民館長

　平成31年に茨城県で開催される国民体育大会では、潮

来市がボート競技及びトライアスロン競技の会場として選定さ

れました。堤防を含め、現状の施設で十分開催が可能であると

考えていますが、県と連携を図りながら、施設の整備計画等の

検討を進めてまいります。

　スポーツ少年団や中学生等のボート運搬に際しての道

路横断等の安全対策を伺います。

中央公民館長

　ボートを常陸利根川へ運搬する際には、横断中と書か

れた表示板を設置し、同伴する指導者等へ注意喚起を促すな

ど、安全対策を行うよう努めています。

Ｑ３． 学校施設の
　　  トイレについて

　今の子供たちは和式トイレが苦手

と聞くが、学校の状況を伺う。

教育次長

　学校全体の割合では、和式トイレ

が61％、洋式トイレが39％です。全体のバ

ランスを考慮した上で洋式トイレへの改修

を行ってまいります。

　震災時などは仮設トイレも使いますの

で、緊急事態にも備えるためにも、和式と

洋式を使えるように指導していきます。

Ｑ４
． 

水
郷
い
た
こ
大
使

      

あ
や
め
に
つ
い
て

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
全
国
20

位
、
県
内
で
１
位
と
な
っ
た
あ
や
め
。
今

後
の
さ
ら
な
る
利
活
用
の
考
え
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

今
後
も
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
参
加
し
、
潮
来
の
認
知
度
向
上
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
関
連
グ
ッ
ズ
等
を
増
や
し
、
よ
り
親
し

み
を
持
て
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
育
て
、
観
光
商
品
の

増
加
や
郷
土
へ
の
愛
着
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ト
ラ
ッ
プ
等
の
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ

て
い
る
が
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
ぬ
い
ぐ

る
み
等
の
開
発
、
販
売
の
予
定
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

今
後
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
等
も
含
め
観

光
客
の
お
土
産
や
市
民
が
使
用
で
き
る
グ
ッ
ズ
の
作

成
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
道
の
駅
い
た
こ
に
お

い
て
、
あ
や
め
の
縫
い
ぐ
る
み
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
の
縫
い
ぐ
る

み
の
作
成
を
計

画
し
て
い
ま

す
。

質問

答

質問

答

質問

答

質
問答質

問答

質
問答質

問答
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一
般
質
問

Ｑ２
． 

水
原
地
区

の
公
共
下

水
道
事
業

に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
は
ど

う
い
う
機
関
と
ど
の

よ
う
な
内
容
の
協
議
を
進
め
て

い
く
の
か
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

引
き
続
き
茨
城
県

の
都
市
計
画
課
、
下
水
道
課
と

事
業
化
に
向
け
た
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
地
元
の
方
へ
の
説
明

に
つ
い
て
も
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ１． 北浦の水について

質問者　今泉　利拓 議員

　過去５年間の北浦のＣＯＤの数値はどうなって

いるか。全国の湖沼の中で北浦の汚染度の順位は

どうなっているか伺う。

環境課長

　平成19年度9.5mg/ℓ、平成20年度9.3mg/ℓ、平

成21年度10.0mg/ℓ、平成22年度9.1mg/ℓ、平成23年度

8.0 mg/ℓです。北浦の汚染度の順位は平成19年度ワース

ト２位、平成20年度ワースト２位、平成21年度は宮城県

の伊豆沼と同じワースト１位です。平成22年度がワース

ト４位、平成23年度はワースト５位までには入っていま

せん。

　平成23年度の北浦のＣＯＤ数値は9.1mg/ℓ。全

国の湖沼の中で、汚染度ワースト５位以内に入っ

ていない。しかし、市内の常陸利根川はＣＯＤが9.2mg/ℓ、

ワースト５位になっている。北浦がきれいになっている

とは言えないのではないかという環境省の担当者から説

明があった。

　平成25年度、市では北浦を含む市内の河川の水質浄化

に向けて、どういう対策で取り組んでいかれるのか伺う。

環境課長

　広報紙やホームページを活用した啓発活動や家

庭排水浄化推進協議会等の諸団体による石けんづくりや

キャンペーン活動などを展開していきます。また高度処

理型浄化槽の普及促進、下水道への加入促進などを進

め、周辺市とも連携を図りながら水質浄化に取り組んで

まいります。

質問

答

質
問答

　延方小泉地区に向けた国道51号バイパス工事は本工事として始まっているのか。東関道関係の工事は現在ど

ういう状況か伺う。

建設部長

　延方地区の信号機から小泉地区の51号までの区間については、東関東自動車道路と国道51号線の併走

区間です。現在、工事用仮設道路の建設中で、本工事に入っていません。本工事については現時点では未定との

ことです。

　延方小泉地区の国道51号から上、牛堀麻生方面に向けて国道51号バイパス工事と東関道工事を進めるための

用地交渉の状況と用地買収はいつごろから始まる予定なのか伺う。

建設部長

　国道51号潮来バイパスから牛堀上戸までの区間4.7キロメートルは

まだ事業化されておらず、用地交渉はされていません。

　東関東自動車道は鉾田までの約31キロメートルの区間で現在三市一斉に用

地測量等に入り各地権者の立ち会いが随時行われています。

　用地買収は、国道51号バイパスについては未定で、東関東自動車道は、平

成25年から約３年間をめどに用地買収に入っていくと聞いております。 

質問

答

Ｑ３． 国道51号バイパスと東関道潮来・鉾田間の工事関係について

質問

答

質問

答

その他の質問　◎ 前川かわまちづくりについて

　　　　　　　◎ 町議員ＯＢの叙勲授与の条件について

　　　　　　　◎ 市長の専決処分について
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　私どもは、10年前より飲料水として北浦の水の汚染に

ついて、鹿行の女性団体を通して県や国に陳情してきま

した。１万5,000人の署名を持って県と国に申し入れをしまし

た。知事との話し合いで導水の通過する巴川のところから北浦

に流していただくよう要望してきました。近く環境経済部会に

おいて改めて勉強する機会をつくりたいと思いますが、市の考

えを伺う。

環境課長

　専門の環境経済部会で勉強会を開催することは、

大変よいことだと思います。霞ヶ浦導水事業によって霞ヶ浦

の水質がどうなるのか、また完成したときに霞ヶ浦流域の市民としてのかかわり方などについて提言いただ

ければと思います。

質問者　橋本きくい 議員

　

あ
る
業
者
が
私
に
意
見
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
液
状
化
の
家

の
修
理
に
大
変
な
費
用
が
か
か
り
、
一
般

家
庭
に
負
担
さ
せ
る
の
に
困
っ
て
し
ま
っ

た
。
機
械
を
買
っ
て
や
っ
て
各
個
人
に
払

わ
せ
る
の
に
は
困
る
の
で
、
現
場
を
見
て

も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
、
関
係
者
に
も

見
て
も
ら
い
た
い
。
行
政
の
方
々
も
現
場

を
見
て
い
た
だ
い
て
、
よ
い
知
恵
が
あ
り

ま
し
た
ら
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
市
の

考
え
を
伺
う
。

建
設
部
長

　

市
民
の
方
に
お
い
て
は
、
大

変
苦
し
い
状
況
の
中
で
生
活
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
各
家
屋
の
修
理
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
県
の
建
設
会
等
に
連
絡
を
取
り
、
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て

は
、
数
々
の
支
援
等
を
進
め
て
き
て
お

り
、
継
続
し
て
い
る
事
業
等
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 Ｑ３

． 

日
の
出
地
区
の

液
状
化
対
策
に

つ
い
て

Ｑ２． 霞ヶ浦導水問題について

　

10
年
前
か
ら
の
国
の
方
針
で
女
性
の
社
会
参

画
を
決
め
ら
れ
、
農
村
漁
村
の
女
性
を
対
象
と

し
て
農
林
省
が
農
村
を
守
る
政
策
と
し
て
取
り
入
れ
た

も
の
で
す
。
男
性
社
会
の
中
で
、
今
日
ま
で
20
年
近
く

女
性
の
会
合
を
も
っ
て
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
勉
強

会
が
15
年
以
上
、
女
性
議
会
が
６
回
等
の
勉
強
会
を
し

て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
余
り
な
か
っ

た
。
こ
の
た
び
、
市
で
は
２
名
の
女
性
農
業
委
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
の
新
し
い
仕
組
み
を
確

か
め
る
た
め
、
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
提
案
し
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

女
性
が
個
人
の
能
力
と
個
性
を
十
分
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
は
、

女
性
の
声
を
地
域
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
が
重
要
で
す
の
で
、
行
政
運
営
全
般
を
通
し
て
、
話

し
合
い
等
の

場
を
提
供
で

き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ１
． 

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

質
問答

質問

答

質
問

答
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一
般
質
問

質問者　沼里真一郎 議員

Ｑ１． 安全な１次避難所を
　各地区集会所①復旧状況は②耐震補強工事助成

を③各種災害時１次避難マニュアル作成を。④井

戸設置時助成を

総務課長

　①震災復旧は、平成24年度に42カ所の集会所を

ほぼ完了しており、25年度は、２か所を復旧予定です。

　②集会所は各区が所有管理する施設ですので、耐震調

査や補強工事は、市では行っておりませんが、安全性等

についての相談には応じてまいります。

　③避難マニュアルは、防災訓練等の効果等検証しなが

ら作成を検討いたします。

　④井戸設置については、水質等緊急時の安全確保が困

難であり補助は考えておりません。災害時における飲料

水は、市内５カ所に耐震性飲料水兼貯水槽を整備して対

応してまいります。

　

私
も
議
員
前
か
ら
現
役
団
員
で
す
。
市

が
災
害
対
応
の
た
め
に
も
求
め
る
各
消
防

団
の
部
の
定
数
か
ら
欠
員
の
部
が
多
い
。
今
、
欠

員
で
普
段
の
活
動
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
現
団

員
の
負
担
は
大
き
い
。
現
役
団
員
は
な
か
な
か
辞

め
ら
れ
ず
、
な
り
手
も
少
な
く
な
る
悪
循
環
だ
。

分
団
長
や
部
長
後
に
残
る
人
ま
で
出
て
き
た
。

①
各
部
定
数
か
ら
欠
員
の
あ
る
部
は
い
く
つ
か
。

②
団
員
勧
誘
へ
市
の
手
助
け
は
。
③
本
人
で
な
く

部
へ
入
る
報
酬
増
は
。
④
操
法
大
会
を
半
分
ず
つ

隔
年
へ
割
り
振
り
は
。

総
務
課

　

①
本
市
消
防
団
全
体
で
は
現
在
600
名

の
団
員
が
お
り
、
全
体
的
に
見
る
と
ほ
ぼ
定
数

を
満
た
し
て
い
る
状
況
で
欠
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
消
防
団
は
本
人
の
意
思
で
行
う
も
の
で
あ

り
、
市
が
入
団
の
勧
誘
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

③
消
防
団
は
、
地
域
の
中
核
と
し
て
災
害
か

ら
地
域
の
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
組
織
で

す
の
で
、
報
酬
目

当
て
で
入
団
し
て

い
る
部
員
は
い
な

い
で
す
。

　

④
操
法
大
会
は

消
防
団
員
の
技
能

向
上
を
図
る
事
業

と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
が
、

本
部
役
員
会
議
等

へ
報
告
い
た
し
ま

す
。 Ｑ２

． 

消
防
団
員
確
保
に

つ
い
て

　昨年10月の市政重要案件の協定書締結は報道で知った。

説明は一般質問答弁のみ。メガソーラーは本年3月着工

予定で２月正式契約を目指していた。

　①契約の説明を。

　②人的配置にすら答弁が無くなった。４月からも学校の用務員

　　職へ異例の正職員配置を行うのか。

企業誘致推進室長

　①市の契約と民有地の契約があり、まだ市の契約はし

ておりません。 交渉中の段階ですので、 詳細はお答えできません。

市長

　②職員人事については市長専権事項であります。人事

の質問は、議員の人事介入、地位利用にもつながります。議会

軽視ではなく市長の権限の中で仕事をしております。

Ｑ３． 議員へ企業誘致説明無し、人
的配置答弁無し、議会軽視

質
問答

　

昨
年
、
当
市
は
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
決
算
で
繰

り
上
げ
充
用
を
行
っ
た
。
繰
上
充
用
は

翌
年
度
の
収
入
か
ら
前
年
度
赤
字
の
穴

埋
め
を
す
る
事
で
限
度
が
あ
る
。
当
市

の
様
に
繰
上
充
用
の
選
択
は
珍
し
い
。

国
保
税
の
値
上
げ
を
し
な
い
為
に
も
他

自
治
体
の
様
に
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
る
べ
き
で
は
。

保
険
年
金
課
長

　

特
別
会
計
は
、
独
立
採
算

が
原
則
で
す
。
国
保
特
別
会
計
も
被

保
険
者
の
保
険
税
、
国
・
県
の
交
付

金
や
補
助
金
で
運
営
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
法
定
外
繰
り
入
れ
も

選
択
肢
の
一
つ
で
す
が
、
本
市
で
は

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
、
国
保

会
計
の
健
全
化
の
た
め
、
国
保
税
の

収
納
向
上
対
策
、
療
養
給
付
費
の
減

少
に
向
け
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ４
． 

異
例
の
国
保
特
会
繰
り
上
げ
充
用

質
問答

その他の質問

　◎ 人口流出を防ぎ、子育て支援福祉教育等で人口増加策を

　◎ 観光や地産地消や６次産業化へ米粉推進を

　◎ 聖域は難しいTPPの当市への影響について

質問

答

質問

答

答
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質問者　大平　幸一 議員

　

各
地
区
の
集
積
所
に
出
し
た

塵
芥
で
収
集
で
き
な
い
も
の
は

ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
か
伺
う
。

環
境
課
長

　

分
別
さ
れ
て
な
い
も
の
、
市

で
収
集
で
き
な
い
も
の
は
原
則
収
集
し

ま
せ
ん
。
数
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

　

収
集
で
き
な
い
塵
芥
の
対
応

策
を
伺
う
。

環
境
課
長

　

違
反
シ
ー
ル
を
張
り
、
再
度

分
別
し
直
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

分
別
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
か
伺
う
。

環
境
課
長

　

分
別
等
が
不
十
分
な
も
の

は
、
違
反
シ
ー
ル
を
貼
り
、
再
度
分
別

を
徹
底
し
て
も
ら
う
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。
ま
た
地
域
へ
出
向
い
て
分
別
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

鹿
行
５
市
で
、
ご
み
袋
の
値

段
の
格
差
が
あ
る
場
合
、
今
後

の
対
応
策
を
伺
う
。

環
境
課
長

　

袋
の
値
段
は
、
多
少
の
差
は

あ
り
ま
す
が
、
ご
み
分
別
に
よ
る
経
費

削
減
を
考
慮
す
れ
ば
価
格
は
適
正
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
潮
来
市
、
鉾

田
市
、
行
方
市
で
一
般
廃
棄
物
の
広
域

処
理
に
向
け
準
備
し
て
お
り
、
分
別
、

収
集
形
態
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ１
． 

塵
芥
処
理
事
業
に
つ
い
て

　稼働までの進捗状況を伺う。

企業誘致推進室長

　工事着工は４月からとなり、約９カ月の工期を

経て平成25年度内に稼働予定と聞いています。

　土地管理組合の活動状況を伺う。

企業誘致推進室長

　設立総会において、組合所有地の運用について

審議し、メガソーラー事業者への土地の賃貸等を

決定しました。

Ｑ２． メガソーラーにつ
いて

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

は
ど
の
よ
う
な
業
者
に
絞

り
、
誘
致
活
動
を
進
め
て
い
る
か
伺

う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
立
地
条

件
か
ら
、
物
流
、
流
通
の
拠
点
と
な

る
よ
う
貨
物
運
送
業
、
倉
庫
業
の
誘

致
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
モ
ア
隣
駐
車
場
の
進

ち
ょ
く
に
つ
い
て
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

問
い
合
わ
せ
が
数
件
あ
り

ま
す
が
、
具
体
的
な
提
案
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
誘
致
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
伸
び
る
業
種
の
中
で

蓄
電
池
企
業
が
あ
る
が
、
誘

致
活
動
を
実
施
し
て
い
る
か
伺
う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
や
企
業

動
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

25
年
度
の
誘
致
活
動
の
進

め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

副
市
長

　

蓄
電
池
産
業
を
初
め
と
す

る
先
端
産
業
等
今
後
成
長
す
る
産
業

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
情
報
収
集
を

行
い
、
企
業
誘
致
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ３
． 

企
業
誘
致
に

つ
い
て

　避難訓練で、車いすやアイマスク等、実践的な

訓練が必要と思うが、今後の方針を伺う。

総務課長

　リヤカーや担架を使っての搬送などの実践的

な訓練を実施しています。今後自主防災組織とさらな

る連携に努めてまいります。

　潮来小学校と潮来二中の耐震性飲料水兼用貯水

槽の緊急時の対応を伺う。

総務課長

　災害時には上下水道課の職員が仮設の給水栓

を設置します。地元消防団や自主防災組織との円滑な

運用に向け周知等に努めてまいります。

　集合住宅の避難体制と物資供給体制はできてい

るのか伺う。

総務課長

　集合住宅の方も、防災計画に定められた避難

所に避難していただきます。物資の供給体制も、避難

所での対応をお願いしています。

　平成25年度に自主防災組織の組織メンバーが変

わるところが多いと思うが、その準備はどのよう

に進めているか伺う。

総務課長

　区長さんに総会時等に防災の意識づけ等をさ

せていただき、自主防災組織への主体的な取り組みを

お願いしています。

Ｑ４． 防災について

質
問答

質
問答

質問

答

質問

答

質
問答質

問答

質
問答

質
問

質
問答質

問答答

質問

答

質問

答

質問

答

質問

答
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一
般
質
問

　

米
領
グ
ア
ム
で
発
生
し

た
無
差
別
殺
傷
事
件
。

潮
来
の
男
性
も
犠
牲
に
。
犯
罪
被

害
者
等
基
本
法
は
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
の
基
本
施
策
に
給
付
金

の
支
給
制
度
の
充
実
等
を
掲
げ

る
。
市
の
救
済
方
策
と
支
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

総
務
課
長

　

現
在
条
例
は
策
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
本
市
に
お
い
て

は
支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
相
談
に

応
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
く

給
付
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
制
度
に
よ
り
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ２
． 

犯
罪
被
害
者

等
の
救
済
に

つ
い
て

Ｑ１． 日の出地区の復旧・復興について

Ｑ３． 公会計の改革について Ｑ４．市職員の給与について

　東日本大震災から２年が経過。日の出地区の早期復旧・復興は多くの市民が願っている。

　宅地と公共用地の一体的な整備による個人の負担の解決策、道路復旧と液状化対策の同時進行による

予算の縮小幅、短縮される工期と復旧・復興計画の見直し、土地所有者に対するＱ＆Ａの発行状況を伺う。

秘書政策課長

　３月10日、日の出地区液状化対策事業報告会でお示しし

たとおりでございます。道路事業として復旧・復興工事を同時施

工することで無駄がないことを復興庁と協議をしましたので金額

はわかりません。復興交付金ですので削減額分は交付されません。

　期間については、おおよそ１年の短縮です。見直しはいたしませ

ん。Ｑ＆Ａについては、作成中でございます。

　市の会計は、単式簿記・現金主義会計。

歳入歳出を示すだけの予算決算から、黒字

か赤字か、負債の動向、コスト計算等を知ることは

困難。民間企業と同様の複式簿記・発生主義会計の

導入を。市長の見解を伺う。

人事財政課長

　複式簿記・発生主義会計の導入について

は、現時点では考えておりません。

　全国の自治体では東京都の導入事例があります

が、９割以上が潮来市と同様の対応となっており、

費用対効果を考慮しているもの考えております。

　導入については費用負担が大きく、行財政改革、

簡素で効率的な身の丈に合った行政運営についてご

理解いただきたいと思います。

　国はラスパイレス指数が１００超の自治体

に１００となるよう求め、給与カットで浮く

予算は、地域活性化と防災・減災に充当。市職員の過

去３年間のラスパイレス指数と職員の給与について市

長の見解を伺う。

人事財政課長

　ラスパイレス指数については平成22年度は

98.3、平成23年度は98.2、平成24年度は106.9となって

おります。当市は被災地であり、給与の減額改定につ

いても適切に対処する方針でおります。

答

答

質
問答

その他の質問

　◎大塚野隧道の整備と台上戸地内の市道改良工事につ

　　いて

　◎「介護支援ボランティア制度」の導入について

　◎東京五輪・パラリンピックの招致について

質問者　 川　　俊 議員

質問質問

答

質問
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1　

月

５
日　

新
春
賀
詞
交
歓
会 　
　
　
　

         　

関
係
議
員

10
日　

明
日
の
茨
城
づ
く
り
新
春
の
つ
ど
い　

関
係
議
員

13
日　

新
成
人
の
つ
ど
い　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

14
日　

消
防
出
初
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

15
日　

社
会
福
祉
大
会
実
行
委
員
会　
　
　
　

関
係
議
員

18
日　

潮
来
市
民
生
児
童
委
員
懇
親
会　
　
　

副

議

長 

22
日　

茨
城
県
日
中
友
好
協
会　
　
　
　
　
　

副

議

長

23
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　

議　
　

長

23
日　

広
報
編
集
委
員
会　

        

24
日　

潮
来
市
農
業
委
員
会
懇
親
会　
　
　
　

議　
　

長

24
日　

防
衛
懇
話
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副

議

長

26
日　

潮
来
市
社
会
福
祉
大
会　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

28
日　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会  

議　
　

長

29
日　

潮
来
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
懇
親
会　
　
　

議　
　

長

　

２　

月

１
日　

潮
来
市
悠
々
塾
発
表
会　
　
　
　
　
　

議　
　

長

１
日　

茨
城
南
部
工
業
協
同
組
合
懇
親
会　
　

議　
　

長

２
日　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
芸
能
祭　
　

議　
　

長

４
日　

広
報
編
集
委
員
会

４
日　

潮
来
市
農
業
委
員
会
初
総
会

13
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
県
民
大
会　
　
　

議　
　

長

17
日　

潮
来
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会　
　
　

所
管
委
員
長

18
日  
議
会
運
営
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

18
日　

全
員
協
議
会　
　

19
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
産
業
経
済
委
員
会　

議　
　

長

20
日　

悠
々
塾
閉
講
式　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　
　

長

20
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

20
日　

潮
来
市
大
規
模
稲
作
研
究
会　
　
　
　

関
係
議
員

21
日　

潮
来
市
防
災
会
議　
　
　
　
　
　
　
　

議　
　

長

21
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会　
　

21
日　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　
　
　
　

議　
　

長    

22
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会　
　

24
日　

潮
来
お
祭
り
フ
ェ
ス
タ　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

25
日　

鹿
行
広
域
事
務
組
合　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

27
日　

全
員
協
議
会　
　
　
　

      　
　
　

 

27
日　

買
っ
て
も
ら
え
る
米
づ
く
り
研
修
会 　

関
係
議
員

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

３　

月

２
日　

潮
来
幼
稚
園
竣
工
式　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

３
日　

潮
来
市
春
の
健
康
フ
ェ
ス
タ　
　
　
　

関
係
議
員

５
日　

議
会
定
例
会
初
日

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

市
立
中
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

12
日　

議
会
定
例
会　

２
日
目

13
日　

総
務
委
員
会

13
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会

15
日　

教
育
福
祉
委
員
会

17
月　

潮
来
小
学
校
竣
工
式　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

17
日　

育
成
園
Ｎ
Ｐ
Ｏ
恵
松
会
設
立
式
典　
　

関
係
議
員

18
日　

議
会
定
例
会
一
般
質
問　

19
日　

議
会
定
例
会
一
般
質
問　

          

21
日　

市
立
小
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

22
日　

議
会
定
例
会
最
終
日

24
日　

下
町
会
館
竣
工
式　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

25
日　

潮
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会　
　

関
係
議
員

27
日　

潮
来
市
防
災
会
議　
　
　
　
　
　
　
　

議　
　

長

28
日　

潮
来
市
議
会
研
修
会

28
日　

潮
来
市
区
長
会
総
会　
　
　
　
　
　
　

議　
　

長

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　

い
わ
き
市
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
最
大
3.3
ｍ
と
い
う
大
津
波
と
原

子
力
災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
死
者
４
４
１
名
、
建
物
被
害

９
０
、５
０
２
棟
と
い
う
甚
大
な
被
害
で
し
た
。
ま
た
、
市
独
自
の
判
断

で
福
島
第
一
原
発
か
ら
30
ｋ
ｍ
圏
内
の
住
民
に
自
主
避
難
を
要
請
し
、
高

い
放
射
能
の
徐
染
作
業
に
も
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
、
〜
日
本
の
復
興
を
「
い
わ
き
」
か
ら
〜
の
合
言
葉
の
も
と
、
総

事
業
費
２
、８
６
１
億
円
と
い
う
巨
額
の
復
興
計
画
に
よ
り
、
平
成
27
年

度
を
目
標
に
公
営
住
宅
の
整
備
、
徐
染
の
実
施
、
土
地
区
画
整
理
、
農
水

産
物
の
風
評
被
害
対
策
等
さ
ま
ざ
ま
な
復
興
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
原
発
周
辺
自
治
体
か
ら
約
２
万
４
千
人
が
い
わ
き
市
内
へ
避

難
さ
れ
、
人
口
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
様
々
な
問
題
が
発
生
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
き

た
い
わ
き
市
の
姿
勢
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
後
も

他
市
町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
復
興
を
進
め
な
が
ら
、
原
子
力
に
依
存
し

な
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

美
空
ひ
ば
り
の
歌
に
あ
る
塩
屋
崎
の
薄
礒
地
区
の
被
災
地
で
は
、
中
学

校
の
校
庭
に
津
波
等
に
よ
る
災
害
ガ
レ
キ
が
集
積
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
。
津
波
被
害
の
大
き
さ
に
改
め
て
驚
く
と
と
も
に
、
一
日
で
も
早
い

復
興
を
願
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

潮
来
市
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
の
も

と
、
行
政
と
議
会
と
が
一
体
と
な
っ
て
一
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

環
境
経
済
建
設
委
員
会
視
察
研
修
報
告

（
平
成
25
年
2
月
14
日
・
15
日　

福
島
県
い
わ
き
市
）

　

去
る
３
月
28
日
に
、
全
国
市
議
会

議
長
会
法
制
参
事
、
鈴
木
拓
也
氏
を

講
師
に
招
き
、
地
方
自
治
法
の
改
正

及
び
議
会
運
営
に
関
し
て
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
通

年
議
会
や
本
会
議
で
の
公
聴
会
等
の

開
催
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
臨
時
会

の
招
集
権
が
条
件
付
き
で
議
長
に
も

付
与
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
議
会
に
直

接
関
連
す
る
事
項
を
具
体
的
に
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
に
関
し
て
、
議

案
質
疑
と
一
般
質
問
の
違
い
や
専
決

処
分
の
内
容
等
に
つ
い
て
も
質
疑
応

答
を
交
え
な
が
ら
解
説
を
い
た
だ
き

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
は
政
策
を
論
議
し
執
行
機
関

を
監
視
す
る
た
め
住
民
の
立
場
で
自

由
に
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
議
会
の
効
率
化
と
秩
序
保
持
の

た
め
、
法
や
規
則
を
遵
守
し
、
簡
潔

明
瞭
な
発
言
が
議
員
に
は
求
め
ら
れ

ま
す
。
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に

は
議
員
一
人
一
人
が
同
じ
認
識
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

今
後
も
我
々
議
員
は
、
市
政
の
み

な
ら
ず
、
頻
繁
に
改
正
さ
れ
る
法
律

や
国
の
動
向
な
ど
も
注
視
し
な
が

ら
、
市
民
の
付
託
に
応
え
る
た
め
、

研
修
を
重
ね
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

潮
来
市
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催
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　本会議の様子をインター
ネットでご覧いただけます
（生放送・録画放送）。
　潮来市議会ホームページ
からご覧ください。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
交
渉
を
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
多
国
間
交
渉
な
の
で
聖
域
は
難
し
い
。

医
療
等
の
市
民
生
活
と
共
に
農
業
を
中
心
に
地
方

経
済
へ
の
大
き
な
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
も
通
貨
の
価
値
が
暴
落
す
る
イ
ン
フ
レ
や

バ
ブ
ル
の
不
安
面
も
あ
る
。
政
治
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。

　

道
の
駅
周
辺
で
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
地
権
者
と

契
約
に
至
り
起
工
さ
れ
た
。
国
の
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
産
業
は
海
外
に
押
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
産

業
発
展
の
た
め
に
水
郷
潮
来
ソ
ー
ラ
ー
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
は
国
産
を
利
用
す
る
事
を
期
待
す
る
。

　

ま
た
ネ
ッ
ト
選
挙
が
解
禁
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

若
者
を
中
心
に
よ
り
多
く
の
人
が
政
治
に
関
心
を

持
ち
、
何
も
変
わ
ら
な
い
と
政
治
へ
あ
き
ら
め
ず

に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
一
票
を
投
じ
る
助
け

に
な
る
事
を
期
待
す
る
。

　

我
々
市
会
議
員
も
襟
を
正
し
て
普
段
か
ら
活
発

に
活
動
し
、
今
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
現
状
と

対
策
や
政
策
を
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
、
皆
様

の
生
活
を
守
り
良
く
し
て
い
く
助
け
に
な
れ
る

様
、
さ
ら
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沼
里
真
一
郎
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

田
崎　
　

清

　

副
委
員
長　
　

村
山　

正
光

　

委　
　

員　
　

橋
本
き
く
い

　
　
　
　
　
　
　

川　
　

俊

　
　
　
　
　
　
　

沼
里
真
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

博
子

　

今
ま
で
市
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
な
く
、
初
め
て
の
市
議
会
に
少
し
緊
張
し
て

臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
ば
厳
格
で
固
い
と
い
う
印
象

で
、
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
か
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
傍
聴

し
て
み
る
と
思
っ
て
い
た
よ
り
も
明
る
い
雰
囲
気
に
驚
き
、
市
長
を
は
じ
め
、
職
員

と
市
議
会
議
員
の
方
が
市
民
や
市
の
た
め
に
真
剣
に
話
し
合
っ
て
い
る
の
だ
と
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
災
害
復
興
、
企
業
誘
致
、
観
光
な
ど
潮
来
市
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
こ
と
が
多
く
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
防

災
に
つ
い
て
の
内
容
が
多
く
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
が
経
過
し
、
人
々
の
記
憶

が
風
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
も
市
議
会
で
は
引
き
続
き
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
対
策
を

講
じ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
で
も
復
興
に
向
け
て
ま
だ

ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
の
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

議
会
中
何
度
か
議
員
の
方
が
「
市
民
か
ら
相
談
を
受
け
た
」、「
〜
と
い
う
市
民
の

声
を
聞
い
た
」
と
い
う
話
を
さ
れ
て
い
て
、
一
般
市
民
の
声
が
議
会
で
話
し
合
わ

れ
、
市
政
の
運
営
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
非
常
に
感
動
し
、

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
生
の
声
が
届
く
よ
う
な
風
通

し
の
良
い
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

議
会
の
流
れ
は
、
市
議
会
議
員
の
方
の
質
問
に
市
長
や
職
員
が
答
え
る
と
い
う
形

で
し
た
が
、
質
問
す
る
方
に
も
質
問
に
答
え
る
方
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
が
求
め
ら

れ
、
多
く
の
こ
と
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
潮
来
市
の
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
他
の
自
治
体
の
現
状
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
潮
来
市
職
員
と
し
て
、
市
が
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
、
ど

の
よ
う
な
解
決
策
が
あ
る
の
か
を
考
え
、
行
動
し
、
市
の
た
め
市
民
の
皆
様
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て

議
会
を
傍
聴
し
て

登
坂
登
坂  

友
紀
友
紀
（（
平
成
平
成
　　
年
度
潮
来
市
新
規
採
用
職
員
）

年
度
潮
来
市
新
規
採
用
職
員
）

議会インターネット放送を議会インターネット放送を
実施しています実施しています

次回定例会は次回定例会は  
６月４日（火）　開会予定６月４日（火）　開会予定ですです

議会傍聴へ議会傍聴へ
　　　お越しください　　　お越しください
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